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研究成果の概要 

本年度は、昨年度に引き続き 1. 非必須アミノ酸チロシンの感知実体を明らかにする、2. 人工

チロシンセンサーの開発、の二つの目標のうち、特に 1の課題を中心に取り組んだ。 

チロシン感知メカニズムの解明のために取り組んだゲノムワイドスクリーニングの結果、チロシン

欠乏で活性化する ATF4の制御にスプライシングファクターの関与が示唆された。この結果を受

け、ショウジョウバエにおける表現型へのスプライシングファクターの寄与の検証や、チロシン制限

時のスプライシングイベントの変化の解析などを行った。現在この成果については論文執筆中であ

る。 

また、チロシンに直接結合しうる核内受容体に着目して行ったリガンド・受容体結合アッセイで

は、マイクロスケール熱運動を用いた手法を用いることにより、弱いながらも両者の結合を見ること

ができた。さらに核内受容体のチロシン結合部位への点変異の導入、あるいは活性を持たない類

似リガンドとチロシンとの比較により、チロシン特異的な結合パターンが見られるであろうことが推測

された。しかし、ATF4 と核内受容体の直接的な相互作用については見ることができず、ATF4制御

機構については未知の点が残されている。核内受容体の機能やその ATF4 との関係について着

目し、ショウジョウバエの生理学的変化への影響について解析を続けているところである。 

一方で、チロシンがもたらす生理的影響についての解析もより詳細に進めている。チロシン制限

によりショウジョウバエ成虫の寿命が延長するという現象や、発生期（ショウジョウバエ幼虫期）のチ

ロシンが成虫の寿命を制御するという現象について、チロシン感知機構の関与も含め、そのメカニ

ズム解明に取り組んでいる。 

目標 2の人工チロシンセンサーの開発のために取り組んでいる RNA aptamerによるチロシンイ

メージングについては、ポジティブコントロールのチロシンセンサーを UASプロモーターで過剰発

現させるところまで検討を進めている。 
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